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国 語 科 学 習 指 導 案

廿日市市立廿日市小学校 由 田 広 富
平成１８年６月２１日（水）～３０日（金）１ 日 時

第２学年１組 ２８名２ 学年・学級

じゅんじょに気をつけて読もう 「たんぽぽ」３ 単元名

４ 単元について
○ 本単元は，学習指導要領「読むこと」の指導事項イ「時間的な順序，事柄の順序などを考えながら

内容の大体を読むこと 」を受け，説明的な文章における基礎的，基本的な読み取り方を身に付けさ。
。 「 」 ， ，せることをねらいとしている 本教材文 たんぽぽ は ２学年で初めて出会う説明的な文章であり

書かれている内容のまとまりや順序に気を付けて読み取ることに重点が置かれている。そのため，た
んぽぽの花の仕組みや仲間の増やし方などを図や絵を使って効果的に説明したり，叙述の仕方や用語
が児童に分かりやすいものを使ったりして，説明の順序を的確に捉えやすく工夫されている。

また，本単元を学習することにより，児童は，身に付けた読み取り方を活かし，身近に広がる新し
い世界を知る喜びを得たり，他の動植物に関心を持ったりして，それらについて書かれた本や文章を

読む学習へと興味を広げることも期待できる。
○ 本学級の児童は，１学年の説明的な文章「いろいろなふね」では，書いてあることを正しく読み取

ったり 「じゃんけん」では，どうしてかということに気を付けて読んだりする学習をしてきた。そ，
れらにおいて，児童は，一文一文を理解することはできるものの，内容を順を追ってとらえることが
十分にできなかった。ＣＲＴの結果からも，時間や事柄などの順序を考えながら内容を読む力の定着

が不十分であることが分かった。また，読解力の個人差が大きく，言葉のまとまりとして読んだり，
書かれている内容を理解したりするのに時間のかかる児童がいる。主語・述語の照応については，ほ

とんどの児童ができるが，十分とは言えない児童が数名いる。
○ 指導に当たっては，先ず 「たんぽぽについて知らなかったことをたくさん見付けよう 」と投げか， 。

け，学習への期待を持たせながら，教材文を読み進めさせていく。その際，丁寧に確かな読み取りが
できるように，時間の順序を表す言葉に注意したり，大事な言葉を使って短く文にまとめたり，挿絵
と文章を組み合わせたりしながら，ワークシートにまとめさせていきたい。この時，活動の個人差を

考慮しながら，個別指導を大切に進める。特に，ワークシートの作成に当たっては，何が・どのよう
に・どこまでできればよいかという到達目標を明確に示し，児童が自らの学習状況を確認できるよう

にする。そして，その結果に応じて，発展的な問題に挑戦したり，補充的な問題でもう一度じっくり
考え直したりできるような内容構成を工夫する。また，把握した児童の学習状況を基に，常に，指導

と評価の一体化を図っていきたい。

５ 単元の目標

○ 順序を考えながら説明的な文章を読み取ろうとする 【関心・意欲・態度】。
◎ まとまりや順序に気を付けて，説明されている事柄を読み取る 【読むこと】イ。

○ 主語・述語の照応に注意して，読む 【言語事項】エ(ア)。

６ 単元の評価の規準

国語への 言語についての
読 む 能 力

関心・意欲・態度 知識・理解・技能

①たんぽぽに興味を持ち，順 ①時間や事柄などの順序を表す ①主語・述語の関係に注意し
序を考えながら説明的な文 言葉を見付けている。 ながら読んでいる。

章を読み取ろうとしている ②時間や事柄などの順序を表す。
②生き物について書かれてい 言葉の働きを理解している。
る本を探して，楽しんで読 ③何が，どんな順序で書かれて

もうとしている。 いたのかをとらえるている。
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（全 １０時間）７ 指導と評価の計画

評 価
次 時 学 習 内 容

関 読 言 評 価 規 準 評価方法

第 ① ･たんぽぽについて知っているこ ◎ ･たんぽぽについて知っているこ ﾜｰｸｼｰﾄ
一 とや見た経験などを書き出して とを積極的に書き出したり，話 発言，
次 発表する。 したりしようとしている (関①)。（

二 ② ･全文を通読し，初発の感想を書 ◎ ･学習内容に興味を持って，取り 行動観察
時 く。 組もうとしている。(関①) ﾜｰｸｼｰﾄ
間 ･感想を出し合って，学習の見通

しを持つ。

）

第 ① ･たんぽぽの各部分の名前を知り ◎ ･絵と文章を結びつけて，どの段 ﾜｰｸｼｰﾄ，
二 段落ごとに書かれていることの 落に，たんぽぽのどの部分のこ
次 大体をとらえる。 とが書いてあるかをとらえてい

る。(読③)

（

六
時 ② ･たんぽぽがじょうぶな草である ◎ ･たんぽぽのどのようなところか ﾜｰｸｼｰﾄ
間 といわれる理由や根の様子を順 ら，じょうぶな草であるといわ

序に気を付けて読み取る。 れているのかその理由を読み取

）

っている。(読②)

③ ･時間の経過を表す言葉を見付 ◎ ･時間の経過を表す言葉に気を付 ﾜｰｸｼｰﾄ
け，時間の順序をとらえる。 けて，花の開閉の変化を読み取
･時間の経過による，たんぽぽの っている。(読①②)
花の開閉の様子を読み取る。

④ ･挿絵と対応させながら，たんぽ ◎ ･挿絵と照らし合わせながら，花 ﾜｰｸｼｰﾄ
ぽの花はどんな仕組みになって の仕組みについて読み取ってい
いるのかを順序に気を付けて読 る。(読②)
み取る。

⑤ ･たんぽぽの実の成熟にあわせて ◎ ･実の成熟と茎との関係や綿毛が ﾜｰｸｼｰﾄ
変化する茎の様子を，順序を追 開いて飛んでいく様子を時間の

。って読み取る。 経過と合わせて読み取っている
･たんぽぽの綿毛が飛んで，芽を (読①②)
出すまでの様子を読み取る。

⑥ ･たんぽぽがどのようにして仲間 ◎ ○ ･たんぽぽの仲間の増やし方を順 ﾜｰｸｼｰﾄ
を増やしていくのかを順序に気 序よく読み取り，文章にまとめ
を付けて文章にまとめる。 ている。(読③)

･主語・述語の照応に注意して読
んでいる。(言①)

第 ① ･生き物について書かれた本の中 ◎ ･自分が読みたい生き物について 行動観察
三 から読みたいものを探して読む 書かれた本を探して，楽しんで。
次 読もうとしている。(関②)（

二 ② ･読んだ本や文章の感想を伝え合 ◎ ･自分が読んだ生き物の本の感想 行動観察
。時 う。 を友達に紹介しようとしている

間 (関②)）
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〔第一次 ①時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・たんぽぽへの関心を高め，これからの学習への意欲を持つ。

（２）観点別評価規準
・たんぽぽについて知っていることを積極的に書き出したり，話したりしようとしている （関①）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ たんぽぽの写真を見て， ○児童が既に持っている情報を引き出すとと.
思ったことを出し合う。 もに，読解に対して意欲を持つことができ

るようにする。

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

たんぽぽについて，しっていることをみんなで
出し合おう。

３ たんぽぽについて知って ○ワークシート(１)に，イメージマップとし □たんぽぽについて知. 関

いることをワークシート て，思いついたことから自由に書き込ませ っていることを積極
に書く。 る。 的に書き出そうとし

●うまく書けない児童には どこで見た 色 ている (ﾜｰｸｼｰﾄ)，「 。」「 。
は～，形は～，さわったら～ 「たんぽぽ。」
でどんなことをした 」などと問いかけ，。

イメージしやすいヒントを出す。

４ 書き出したことを発表す ○児童が出し合ったことを，項目別にまとめ □たんぽぽについて書. 関

る。 て板書する。 いたことを積極的に

○たんぽぽは，様々な場所に咲いていること 話そうとしている。
を後の第⑩段落の学習を見通して押さえて ( )行動観察
おく。

５ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

６ 次時の予告を聞く。 ○たんぽぽについて書かれた文章を読んでい.
くことを伝え 「どんなことが書いてある，
のだろうね 」と呼びかけて，児童に学習。

の意欲を持たせる。
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〔第一次 ②時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・教材文を通読して，初発の感想をもとに，学習の見通しを持つ。

（２）観点別評価規準
・学習内容に興味を持って，取り組もうとしている （関①）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○ワークシート(１)を見ながら，前時の学習.
を思い出させる。

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

「たんぽぽ」を読んで，はじめてしったことを出

し合おう。

３ 全文を通読する。 ○新出漢字や難意語に気を付けながら教師が □学習内容に興味を持. 関

範読した後，全文を通読させる。 って，取り組もうと

している。
( )行動観察

４ 初発の感想をワークシー ○「初めて知って驚いたこと 「不思議に思っ. 」
トに書く。 たこと 「もっと知りたいこと」などの観」

点を示し，ワークシート(２)に書かせる。
●感想をまとめられない児童には，友達の感

想を参考にしたり，文章中の言葉や数字，
あるいは絵や写真を手がかりにしたりする

とよいことを助言する。

５ 感想を出し合い，学習の ○児童の出し合った感想を，観点ごとに整理.
見通しを持つ。 して板書する。

○友達の感想を聞いて，新しく発見したこと

も書き加えさせる。

。６ 漢字や語句の学習をする.

７ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

８ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ①時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・段落ごとに話題となっているものをつかみ，書かれていることの大体をとらえる。

（２）観点別評価規準
， ， 。・絵と文章を結びつけて どの段落に たんぽぽのどの部分のことが書いてあるかをとらえている

（読③）

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○ワークシート(２)を見ながら，前時の学習.
を思い出させる。

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

「たんぽぽ」には，まとまりごとにどんなことが
書かれているのか見つけよう。

３ 全文を通読する。 ○主語・述語に注意させ，どの部分にどんな.
ことが書いてあるかを意識させながら音読
させる。

４ 文章のまとまりごとに番 ○一字下げて書かれているところが文章のま.
，号をつけ，まとまりごと とまりの区切りであることを簡単に説明し

。に音読する。 児童と確認しながら段落番号をつけさせる

５ たんぽぽの絵を見て，そ ○たんぽぽの掛け図を利用し，それぞれの部.
れぞれの部分の名前を確 分の名前を確認させる。

かめる。

６ それぞれの文章のまとま ○たんぽぽの各部分の名前を手がかりに，ワ □絵と文章を結びつけ. 読

りごとに事柄の大体をワ ークシート(３)でとらえさせる。 て，どの段落に，た
ークシートに書き，発表 ●うまく内容をとらえられない児童には，段 んぽぽのどの部分の

する。 落ごとに再度音読させ，そこに出てきたた ことが書いてあるか
んぽぽの部分の名前を丸で囲ませて考えさ をとらえている。

せる。また，友達の考えも参考にさせる。 (ﾜｰｸｼｰﾄ)

７ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

８ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ②時〕８ 学習の展開

（１）本時の目標
・たんぽぽがじょうぶな草であるといわれる理由や根の様子を順序に気を付けて読み取る。

（２）観点別評価規準
・たんぽぽのどのようなところから，じょうぶな草であるといわれているのかその理由を読み取っ

ている （読②）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○ワークシート(３)を見ながら，前時の学習.
を思い出させる。

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

たんぽぽが，じょうぶなわけを読みとろう。

３ 形式段落①を音読する。.

４ 形式段落①を読んで，た ○音読後，順を追って教科書の叙述が答えと.
んぽぽがじょうぶな草で なる問いかけをし，ワークシート(４)に記
あるといわれる理由を読 入させ，内容を確実にとらえさせる。

み取る。

５ 形式段落②を音読する。.

６ 形式段落②を読んで，根 ○読んで気付いたことや感じたことをワーク □たんぽぽがじょうぶ. 読

の様子を読み取る。 シート(４)に記入させ，発表させる。根の な草であるといわれ

掛け図を利用し，絵と結びつけながら板書 る理由や根の様子を
する。 読み取っている。

●「じょうぶな 「ふむ 「つみとる」などの (ﾜｰｸｼｰﾄ)」 」
言葉の意味を押さえさせ，たんぽぽの様子
を想像させる。挿絵を手がかりに，根の長

さや太さに目を向けさせる。

７ 筆者が説明の仕方を工夫 ○筆者が実際に観察したことを書いた説明文.
していることに気付く。 であることを知らせた上で，たんぽぽがじ

，ょうぶな草である理由を述べている箇所や
具体的な数字を挙げている点に着目するよ
うに促す。

８ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

９ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ③時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・時間の経過を表す言葉を押さえ，花の開閉についての説明を読み取る。

（２）観点別評価規準
・時間の経過を表す言葉に気を付けて，花の開閉の変化を読み取っている （読①②）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○前時の学習状況に応じて，たしかめコース.
やチャレンジコースの問題に取り組ませ，

補充・発展を図る 〈ワークシート（５）。
うら〉

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

たんぽぽの花が，いつ，どうなるのかを読み
とろう。

３ 形式段落③を音読する。.

４ 形式段落③を読んで，時 ○時間の経過を表す言葉を出し合わせ，叙述.
間の経過を表す言葉を出 の順に並べさせる。事前に，それぞれの言
し合い，時間の順序をと 葉をカードに書いて準備しておく。
らえる。

５ 時間の経過にともなう， ○時間の経過を表す言葉に，その時の花の様 □時間の経過を表す言. 読

花の開閉の様子を読み取 子を対応させて整理させ ワークシート(５) 葉に気を付けて，花，
る。 にまとめさせる。 の開閉の変化を読み

○「花は」の主語が省略されている部分があ 取っている。
ることに注意させる。 (ﾜｰｸｼｰﾄ)

●どんな時に花がどうなるかをとらえるため

に 「とじる 「ひらく」などの動作化をさ， 」
せる。

６ 筆者が説明の仕方を工夫 ○時間の経過を表す言葉によって，順序が示.
していることに気付く。 されていることを確認させる。

７ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

８ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ④時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

， 。・挿絵と対応させながら たんぽぽの花の仕組みについての説明を順序に気を付けて読み取る

（２）観点別評価規準
・挿絵と照らし合わせながら，花の仕組みについて読み取っている （読②）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○前時の学習状況に応じて，たしかめコース.
やチャレンジコースの問題に取り組ませ，

補充・発展を図る 〈ワークシート（６）。
うら〉

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

たんぽぽの花をよく見たら，どうなっている
のかを読みとろう。

。３ 形式段落④⑤を音読する.

４ 形式段落④⑤は，たんぽ ○花の仕組みについて書かれていることを確.
ぽの何について書かれて 認させる。
いるかを考える。

５ 花の仕組みについて読み ○「一つの花のように見える(もの)」と「小 □挿絵と照らし合わせ. 読

取る。 さな花」が表すものを花の掛け図の絵と対 ながら，花の仕組み
応させながら読み取らせ ワークシート(６) について読み取って，

にまとめさせる。 いる (ﾜｰｸｼｰﾄ)。
●可能であれば，実際に花を準備し，小さな

。花の部分をつまんで取ってみて理解させる
○「小さな花のあつまり」で「百八十も」あ
るという事実への驚きを，挿絵から具体的

にとらえさせる。
○挿絵の中で実ができる部分に印をつけ 「小，

さな花に，みが一つずつできる」というこ
とをとらえさせる。

，６ 筆者が説明の仕方を工夫 ○形式段落④の読者に呼びかける形を受けて.
していることに気付く。 形式段落⑤で解説を書いていることに気付

かせる。

７ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

８ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ⑤時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・たんぽぽの実が熟し，綿毛が飛んでいく様子を事柄の順序に気を付けて読み取る。

（２）観点別評価規準
・実の成熟と茎との関係や綿毛が開いて飛んでいく様子を時間の経過と合わせて読み取っている。

（読①②）

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○前時の学習状況に応じて，たしかめコース.
やチャレンジコースの問題に取り組ませ，
補充・発展を図る 〈ワークシート（７）。
うら〉

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

たんぽぽのみが，どんなふうにかわっていく

のかを読みとろう。

３ 形式段落⑥⑦⑧⑨を音読.
する。

４ 形式段落⑥⑦⑧⑨は，た ○実・綿毛の説明についての読み取りをする.
んぽぽの何について書か ことを確認させる。
れているかを考える。

５ 形式段落⑥⑦から，実の ○「みがじゅくすまで 「みがじゅくすと」の. 」

成熟と茎との関係を読み 言葉に着目し，実の成熟と茎の変化を，時
取る。 間的経過を押さえながらワークシート(７)

にまとめさせる。
○実の成熟によって茎が倒れたり起き上がっ
たりする理由について考えを出し合わせ，

植物の不思議を感じ取らせる。

６ 形式段落⑧⑨から，綿毛 ○茎が高く伸びる理由や「かるくてふわふわ □実の成熟と茎との関. 読

の変化の様子を，風や茎 した」という言葉や挿絵から，晴れた日に 係や，綿毛が開いて

との関係を押さえながら 綿毛が開く理由を考えさせ，順序に気を付 飛んでいく様子を時
読み取る。 けながらワークシート(７)にまとめさせる 間の経過と合わせて。

●茎の様子を動作化させたり，綿毛を吹いた 読み取っている。
経験を想起させたりする。 (ﾜｰｸｼｰﾄ)

７ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

８ 次時の予告を聞く。.
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〔第二次 ⑥時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・たんぽぽの仲間の増やし方を順序に気を付けて文章にまとめる。
・主語・述語に気を付けて読む。

（２）観点別評価規準
・たんぽぽの仲間の増やし方を順序よく読み取り，文章にまとめている （読③）。

・主語・述語に気を付けてまとめている （言①）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○前時の学習状況に応じて，たしかめコース.
やチャレンジコースの問題に取り組ませ，
補充・発展を図る 〈ワークシート（８）。

うら〉
２ 本時の学習のめあてをつ.

かむ。

たんぽぽが，どのようにしてなかまをふやし
ていくのか書いてまとめよう。

３ 形式段落⑩を読んで，た ○冒頭「このようにして」が，前段落までの.
んぽぽの仲間の増やし方 内容を受けていることを押さえさせる。
についてまとめることを ○「いろいろなところに生え」が，①時で取
知る。 り上げた様々な場所で見た経験と結びつく

ことに気付かせる。

４ 全文を通して，何が，ど ○これまでのワークシートをもとに，段落ご.
んな順序で書いてあった との内容を確認させる。

かを確認する。

５ たんぽぽはどのようにし ○花 → 実 → 綿毛 → 種 → 芽の時間経過 □たんぽぽの仲間の増. 読

て仲間を増やしていくの に気を付け，ワークシート(８)にまとめさ やし方を順序よく読
かを，順序にそって文章 せる。 み取り，文章にまと

にまとめる。 ●児童の実態に応じて，段階的なまとめ方が めている (ﾜｰｸｼｰﾄ)。
選べるワークシートを準備しておく。 □主語・述語に気を付言

けて書いてまとめて
いる (ﾜｰｸｼｰﾄ)。

６ 本時の学習を振り返る。 ○自己評価をさせ，次時への学習意欲を持た.
せる。

７ 次時の予告を聞く。.
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〔第三次 ①②時〕８ 学習の展開
（１）本時の目標

・生き物について書かれた本や文章を，興味を持って探して読む。

（２）観点別評価規準
・自分が読みたい生き物について書かれた本を探して，楽しんで読もうとしている （関②）。
・自分が読んだ生き物の本の感想を友達に紹介しようとしている （関②）。

（３）本時の展開

指 導 上 の 留 意 事 項
学 習 活 動 評価規準･（方法）

(●つまずきへの支援)

１ 前時の学習を振り返る。 ○前時の学習状況に応じて，たしかめコース.
やチャレンジコースの問題に取り組ませ，
補充・発展を図る 〈ワークシート（９）。
まとめ〉

２ 本時の学習のめあてをつ.
かむ。

生きものについて書かれた本を読んで，しょ

うかいし合おう。

３ 生きものについて書かれ ○図書室の利用の仕方について簡単に説明し □自分が読みたい生き. ，関

た本や文章の中から，読 生きものに関する本の棚の場所を伝える。 物について書かれた

みたいものを探す。 ○教科書 107 図書かんへ行こう や付録 糸 本を探して，楽しんp. 「 」 「
で生きる虫たち」などを活用させる。 で読もうとしてい

●読みたい本を選べない児童のために，事前 る ( )。 行動観察

に，動物や植物などの本を何冊か用意して
資料コーナーを作ったり，個別に本の紹介

をする。

４ 選んだ本や文章を読む。 ○家庭学習を含めて，読書のための十分な時.
間を確保する。

５ 読んだ本や文章の感想を ○友達が読んだ本やその感想を聞くことで， □自分が読んだ生き物. 関

伝え合う。 さらに読書への興味を広げさせる。 の本の感想を友達に

紹介しようとしてい
る ( )。 行動観察

６ これまでの学習を振り返 ○自己評価をさせ，これまでの学習の達成感.
る。 を持たせる。
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り

》
に

な
る
と
こ
ろ

お
し
べ

め
し
べ

数
え
て
み
た
ら
、

く
ら
い
あ
る
。

、

。

。

!
２

み
が
で
き
る
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
す
か

右
の
絵
に

○

を
つ
け
ま
し
ょ
う

。

☆

今
日
の
べ
ん
強
を
ふ
り
か
え
ろ
う

わ
け

☺

K

L

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
７
）
う
ら

先
生
か
ら

(
)

た
し
か
め
コ
ー
ス
へ

(
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
へ



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
７
）
う
ら
〈
前
時
の
確
認
〉

た
ん
ぽ
ぽ
の
花
が
、
ど
ん
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
た
の
か
を
思
い
出

た
し
か
め
コ
ー
ス

し
ま
し
ょ
う
。

何
の

一
つ
の
花
の
よ
う
に

1

小
さ
な
花

見
え
る
の
は

の
あ
つ
ま
り
で
す
。

、

ど
れ
く
ら
い

百
八
十

2

数
え
た
ら

く
ら
い
あ
り
ま
す

、

。

ど
ん
な
も
の

多
い

こ
の
数
は
、
こ
れ
よ
り

も
の
も
、

少
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

何
の

何
が

小
さ
な
花

3

の
一
つ
一
つ
に
、

が
で
き
ま
す
。

み

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
し
た
こ
と
の
じ
ゅ
ん
に
な
る
よ
う
に
、(

)

に

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

ば
ん
ご
う
を
書
き
こ
み
ま
し
ょ
う
。

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
た
ま
ご
を
う
む
た
め
に
、
す
な
は
ま
に

や
っ
て
き
ま
す
。
は
じ
め
に
、
に
お
い
を
か
ぎ
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
お
な
か
の
こ

う
ら
で
、
あ
た
た
か
い
ば
し
ょ
を
さ
が
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
た
ま
ご
を
う
む

ば
し
ょ
が
き
ま
る
と
、
ま
ず
、
前
足
で
あ
な
を
ほ
り
、
つ
ぎ
に
、
後
ろ
足
で
あ

な
を
ほ
り
ま
す
。
あ
な
が
で
き
あ
が
る
と
、
た
ま
ご
を
う
み
お
と
し
ま
す
。
さ

い
ご
に
、
た
ま
ご
を
う
ん
だ
あ
な
を
、
し
ず
か
に
、
て
い
ね
い
に
、
し
っ
か
り

(

平
成
十
二
年
度
版

大
阪
書
籍

国
語
二
上
よ
り
編
集)

と
う
め
ま
す
。

２

(
)

あ
た
た
か
い
ば
し
ょ
を
さ
が
す
。

５

(
)

た
ま
ご
を
う
ん
だ
あ
な
を
う
め
る
。

３

(
)

前
足
と
後
ろ
足
で
あ
な
を
ほ
る
。

１

(
)

す
な
は
ま
に
や
っ
て
き
て
、
に
お
い
を
か
ぐ
。

４

(
)

た
ま
ご
を
う
み
お
と
す
。



た
ん
ぽ
ぽ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
７
）

（

）

名
前

た
ん
ぽ
ぽ
の

が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
か
わ
っ
て

今
日
の
め
あ
て

い
く
の
か
を
読
み
と
ろ
う
。

１

み
が
じ
ゅ
く
す
前
と
じ
ゅ
く
し
た
と
き
で
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
く
き
の
よ
う

!
す
は
、
ど
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
す
か
。

み
の

よ
う
す

く
き
の

よ
う
す

み
が

じ
ゅ
く
す(

)

く
き
は
、

み
が

じ
ゅ
く
す(

)

く
き
は
、

２

わ
た
毛
と
く
き
の
か
ん
け
い
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

!

◎

く
き
が
高
く
の
び
る
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

そ
の
わ
け
は
、

◎

晴
れ
た
日
に
、
わ
た
毛
が
ひ
ら
く
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

そ
の
わ
け
は
、

。

☆

今
日
の
べ
ん
強
を
ふ
り
か
え
ろ
う

わ
け

☺

K

L

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
８
）
う
ら

先
生
か
ら

(
)

た
し
か
め
コ
ー
ス
へ

(
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
へ



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
８
）
う
ら
〈
前
時
の
確
認
〉

た
ん
ぽ
ぽ
の
み
と
く
き
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
か

た
し
か
め
コ
ー
ス

を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
で

ど
う
な
る

ひ
く
く
た
お
れ

1

み
が
じ
ゅ
く
す(

)

↓

く
き
は
、

。
て
い
ま
す

ど
う
な
る

と

み
が
じ
ゅ
く
す(

)

↓

く
き
は
、

。
お
き
上
が
っ
て

高
く
の
び
ま
す

い
つ

晴
れ
た
日

2

わ
た
毛

が
、

に
ひ
ら
き
ま
す
。

何
に

わ
た
毛

風

は

に

ふ
き
と
ば
さ
れ

遠
く
へ
行
き
ま
す

、

、

。

め

た
ね

が

を
出
し
ま
す

。

わ
た
毛

ど
ん
な
た
ね

ど
う
な
る
と

に
つ
い
て
い
る

わ
た
毛
が

土
に
お
ち
る
と

正
し
い
文
に
な
る
よ
う
に

「
～
ま
で
」
と
「
～
と
」
を
え
ら
ん
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

、

つ
か
っ
た
り
、
文
の
つ
づ
き
を
書
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

ま
で

①

朝
、
目
ざ
ま
し
ど
け
い
が
な
る

、
ぐ
っ
す
り
ね
ま
し
た
。

と

朝
、
目
ざ
ま
し
ど
け
い
が
な
る

、
目
が
さ
め
ま
し
た
。

と

②

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
な
る

、

た
べ
る
の
を
や
め
て
か
た
づ
け
ま
し
た
。

ま
で

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
な
る

、

。

の
こ
さ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
た
べ
ま
し
た

(

れ
い)

あ
そ
べ
ま
す

③

し
ゅ
く
だ
い
が
お
わ
る
と
、

。
あ
そ
べ
ま
せ
ん

し
ゅ
く
だ
い
が
お
わ
る
ま
で
、

。



た
ん
ぽ
ぽ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
８
）

（

）

名
前

た
ん
ぽ
ぽ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

を

今
日
の
め
あ
て

ふ
や
し
て
い
く
の
か
を
書
い
て
ま
と
め
よ
う
。

べ
ん
強
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
つ
づ
き
を
書
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

!

花
が
し
ぼ
む
と
、

①

み
が
じ
ゅ
く
す
と
、
く
き
は

②

晴
れ
た
日
に
、

③

風
が
あ
た
る
と
、
わ
た
毛
は
、

④

わ
た
毛
は
、
土
に
お
ち
る
と
、

⑤

こ
の
よ
う
に
し
て
、

⑥

。

☆

今
日
の
べ
ん
強
を
ふ
り
か
え
ろ
う

わ
け

☺

K

L

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
９
）
ま
と
め

先
生
か
ら

(
)

た
し
か
め
コ
ー
ス
へ

(
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
へ



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
９
）
ま
と
め
〈
前
時
の
確
認
〉

た
ん
ぽ
ぽ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
な
か
ま
を
ふ
や
し
て
い
く
の
か
を

た
し
か
め
コ
ー
ス

思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

何
が

み

①

花
が
し
ぼ
む
と
、

が
そ
だ
っ
て
い
き
ま
す
。

み

何
が

ど
う
な
る

高
く
の
び
ま
す

②

が
じ
ゅ
く
す
と

く
き
は
お
き
上
が
っ
て

、

、

。

晴
れ
た

ど
ん
な

何
が

わ
た
毛

③

日
に
、

が
ひ
ら
き
ま
す
。

何
が

何
は

風

わ
た
毛

④

が
あ
た
る
と
、

は
ふ
き
と
ば
さ
れ
、

何
に

風

に
の
っ
て
遠
く
へ
行
き
ま
す
。

ど
こ

土

⑤

わ
た
毛
は
、

に
お
ち
、

何
が

た
ね

わ
た
毛
に
つ
い
て
い
る

が

め
を
出
し
ま
す

、

。

何
を

⑥

こ
の
よ
う
に
し
て
、

な
か
ま

た
ん
ぽ
ぽ
は
、

を
ふ
や
し
て
い
く
の
で
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
に
つ
い
て
の
せ
つ
め
い
を
ま
と
ま
り
と
じ
ゅ
ん
じ
ょ
に
気

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

を
つ
け
て
、
み
じ
か
い
文
に
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

(

れ
い)

と
て
も
長
く

①

ね
は
、

て
、
百
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
く
ら

い
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

た
ん
ぽ
ぽ
は
、

じ
ょ
う
ぶ
で

す
。

②

花
は
、

小
さ
な
花
が
、

百
八
十
く
ら
い

も
あ
つ
ま
っ
て

で
き
て
い
ま

す
。
そ
の
小
さ

な
花
に
、
み
が

一
つ
ず
つ
で

き
、
や
が
て
た

ね
に
な
り
ま

す
。

晴
れ
た
日
に
、

③

な
か
ま
を
ふ
や
す
た
め
に
、

高
く
の
び
た
く

き
の
上
で
わ
た

毛
が
ひ
ら
き
ま

す
。

わ
た
毛
は
、
風

に
の
っ
て
遠
く

へ
行
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
土
に
お

ち
た
た
ね
が
、

や
が
て
め
を
出

し
ま
す
。


